
マラライ・ジョヤ

アフガニスタンで最も勇敢な女性



マラライ・ジョヤ、その略歴

１９７８年、アフガニスタン西部のファラー州に生ま
れる

４歳から１６年間をイラン、パキスタンで難民生活

ＲＡＷＡの学校で教育を受ける

タリバン政権下、ＯＰＡＷＣ（アフガン女性能力促
進協会）で地下活動

２００３年、ファラー州代表としてロヤ・ジルガに参
加し、軍閥を批判する演説をおこなう



ロヤ・ジルガ（国民大会議）演説

世界から「アフガンで最も勇敢な女性」と賞賛
される

YouTube から
The brave and historical speech 

of Malalai Joya in the LJ



マラライ・ジョヤの闘い、その後

▪ＲＡＷＡのメンバーではないが、ＲＡＷＡと共通
する思想・目標

▪光州人権賞、アンナ・ポリトフスカヤ賞などを
受賞

▪２００６年、選挙戦をたたかう様子を、デンマー
クの女性監督エヴァ・ムルヴァドがドキュメンタ
リー映画『幸福の敵』で紹介。２００８年、ベル
リン国際映画祭で平和映画部門賞を受賞

ＭＩＴでの講演

ノーム・チョムスキーと
ハーヴァード大学にて



ドキュメンタリー『幸福の敵』

▪ 2007年2月20日、NHKが『祖国に幸せを女性
代議士の闘い』の題で放送

９
ｊ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

あ
り
ま
す



２０歳でＲＡＷＡを創設し、
３０歳で暗殺されたミーナ。

だが、歴史の曲がり角に
は、あらゆる人の自由、平
等、正義を求め、百万の
民衆とともに声をあげ、
闘った数多くのミーナがい
る。



教育こそ

▪父親の影響

▪成人女性への識字教育を担当（ＲＡＷＡの学校
で）

▪ヘラートで女子教育を実践（ＯＰＡＷＣの活動）



ブレヒト、キング牧師、サマド・ベフランギーら
の作品を引用。ゴーリキー、ジャック・ロンドン、
ラングストン・ヒューズ、アシュラフ・デフガー
ニなどを読み、ガンジーやゲバラの伝記に触
れ、ルムンバやビクトル・ハラの生涯に影響さ
れたという。

大学には進まなかったが…



マラライ・ジョヤ、自叙伝を執筆

▪２００９年 ７月 英・豪

▪ Raising My Voice

▪２００９年１０月 米・加

▪ A Woman Among Warlords



各国語へ翻訳

▪ ドイツ語 Ich erhebe meine Stimme（２００９年８月）
▪ ノルウェー語 Kvinne blant krigsherrer（同年９月）
▪ フランス語 Au nom de mon peuple（２０１０年２月）
▪ オランダ語 Een vrouw tussen krijgsheren（〃）
▪ イタリア語 Finch avr voce （〃）
▪ デンマーク語 Min lykkes fjender（同年３月）
▪ ポルトガル語 Joia Afega, Uma Mulher Entre os Senhores da guerra
（同年５月）

▪ スペイン語 Una mujer contra los senores de la guerra（同年６月）
▪ ヘブライ語 אישה בין אדוני （同年１１月）מלחמה
▪ ルーマニア語 In numele poporuluni meu （〃）
▪ インドネシア語 A Woman Among Warlords （２０１１年１１月）
▪ 日本語アフガン民衆とともに （２０１２年２月）



その素顔

▪政治家としてのカリスマ性は充分に持ち合
わせているが…

▪社会活動家

▪子どもたち、学生が大好き
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